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森林における放射性物質対策
の実証結果について

福 島 県

福島県とＩＡＥＡプロジェクト

第４次ミッション資料（H26.12.16）
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森林放射性物質モニタリング調査の実施状況

調 査

箇所数

調査項目の内訳

調査実施主体箇
所
数

空間
線量
率

材のCs

濃度
材（部位別）、
土壌等のCs

濃度

平成23（2011）年度
362

362 ○ 県（直営）

平成24（2012）年度 925

785 ○ 県森林整備加速化・
林業再生協議会 （補
助）

90 ○ ○

50 ○ ○

平成25（2013）年度 1,006

849 ○

県（委託）81 ○ ○

76 ○ ○

調査箇所数の推移

※Ｃｓは放射性セシウムの略

※調査地の樹種はスギ、アカマツ、ヒノキ、カラマツ及び広葉樹

・学識経験者の意見聴取（放医研、森林総研、北大等）

・ＩＡＥＡに報告（福島県とＩＡＥＡとのプロジェクト H24.12.15締結）

・H25調査箇所を追加（一定線量（１.0μSv/h）以上の16箇所、避難指示解除準備区域内65箇所） 2
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森林内における空間線量率の分布の推移
平成23年8月1日現在

平成26年3月1日現在

平成25年3月1日現在

1,006箇所 平均0.60µSv/h

362箇所 平均0.91µSv/h 925箇所 平均0.75µSv/h

森林内の空間線量率は減少

・0.23µSv/h未満の区域の増加

調査箇所数比12%(H23)→19%(H25)

・1.00µSv/h以上の区域の減少

調査箇所数比35%(H23)→ 13%(H25)
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調査年度 平均値 最大値 最小値

平成23年度 0.91 4.32 0.09

平成24年度 0.62 2.58 0.07

平成25年度 0.44 2.18 0.05

過去データとの比較（H23～H25）

y = 1.4571x + 0.0167

R2 = 0.8332

y = 0.7647x + 0.0275

R2 = 0.9629

平成23年8月現在
平成25年3月現在

平成26年3月現在

（基準日） （H２３からの平均低減率）

Ｈ２３．８．１

Ｈ２５．３．１ Ｈ２３比△３２％減

Ｈ２６．３．１ Ｈ２３比△５０％減 4

空間線量率の低減率 H23.8～H26.3 約50％

（平成23年度からの継続調査地362箇所ベース）

平成23年度からの継続調査地362箇所の集計 μSv/ｈ
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放射性セシウムの減衰曲線

放射能と空間放射線量率の減衰割合の推計

本資料は「福島第一原発事故直後の福島県中通りにおける放射性物質の飛散
状況はどのようなものだったか―事故直後に行われた高エネルギー加速器研究
機構と理化学研究所の合同チームによる調査結果―」を基に作成

経過年数（年次） 放射能の減衰 空間線量率の減衰

0 H23 100.0 100.0 

1 H24 84.2 78.0 

2 H25 72.7 62.3 

3 H26 64.3 51.0 

4 H27 58.1 42.9 

5 H28 53.4 37.0 

6 H29 49.8 32.6 

7 H30 47.0 29.5 

8 H31 44.7 27.0 

9 H32 42.8 25.1 

10 H33 41.2 23.7 

11 H34 39.9 22.5 

12 H35 38.7 21.6 

13 H36 37.6 20.8 

14 H37 36.6 20.1 

15 H38 35.6 19.5 

16 H39 34.7 19.0 

17 H40 33.9 18.4 

18 H41 33.1 17.9 

19 H42 32.3 17.5 

20 H43 31.5 17.1 

21 H44 30.8 16.6 

22 H45 30.1 16.2 

23 H46 29.4 15.9 

24 H47 28.7 15.5 

25 H48 28.1 15.2 

26 H49 27.4 14.8 

27 H50 26.8 14.5 

28 H51 26.2 14.1 

29 H52 25.6 13.8 

30 H53 25.0 13.5 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 5 10 15 20 25 30

Ｃ
ｓ
１

３
４

と
Ｃ

ｓ
１

３
７

の
放

射
能

合
計

・
空

間
線

量
率

の
合

計

（
相

対
値

）

経過年数（年）

放射能

空間線量率

5
森林内の放線放射線量率は、自然減衰と

ほぼ同じく低減

３年経過した空間線量率は
約５１％まで低減

今後の空間線量率の分布予測
原発事故から5年後

平成28年の予測

原発事故２０年後

避難指示区域周辺の一部を除き
0.23µSv/h以下に

原発事故から10年後

平成33年の予測

平成26年3月現在
（再掲）

原発事故5年後
平成28年3月現在

原発事故10年後
平成33年3月現在

原発事故20年後
平成43年3月現在

0.60 0.42 0.26 0.18

（単位はµSv/h）

原発事故から20年後

平成43年の予測

※平成25年度に調査を実施した1,006箇所の平均値
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図中の「Ｃｓ」は放射性セシウムの略称

0～5ｃｍ

H23 H23 H25H25

森林における放射性物質の動態変化
（農林水産省H26.4.1公表、福島県林業研究センター協力）

針葉樹 広葉樹
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森林内のＣｓの約７５％が土壌（０～５cm）に分布

樹木Ｃｓは全体の６％程度
Ｃｓが土壌に移行

樹木Ｃｓは全体の３％程度
Ｃｓが土壌に移行中

枝

樹皮

土壌
土壌

落葉

樹皮

葉

Ｃs

森林Ｃｓ分布

地上部：４１％
地下部：５９％

森林Ｃｓ分布

地上部： ６％
地下部：９４％

森林Ｃｓ分布

地上部：１７％
地下部：８３％

森林Ｃｓ分布

地上部： ３％
地下部：９７％
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林床からの表土流出は落葉層で抑制！

森林からの土砂移動量を比較

スギ林との比較では、
ヒノキ林で約１０倍、小規模崩壊地で２７倍、大規模崩壊地で約７４倍

表土（放射性セシウム）が移動しやすい。

間伐等の森林整備を推進することが、より一層重要になった。

スギ林 ヒノキ林
小規模崩

壊地
小規模崩壊地
（植生一部有）

小規模崩壊地
（崩壊直後）

大規模崩壊地
（崩壊直後）

森林構成区分

落葉被覆度 ９２％ ２％２６％ １７％ ０％ ０％

森林構成による土砂流出防止機能

平成２３年度

福島県林業研究センター
研究報告

手入れされてい
ない森林は、地
面に下草や落葉
層が少なく土砂
災害の発生が懸
念される。

地面には、
下草やかん木
が繁り、水源
かん養や土砂
災害防止機能
が十分に発揮
される。
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（単位）

スギ土砂流出量
を１００とした場合

( 10 - 4 )



渓流水におけるＣｓの観測結果

・ 大部分の渓流水から放射性物質は不検出。
・ 降雨後に水位が上昇し、懸濁物質が増加。
・ この懸濁水から1.1～48.5Bq/Lの放射性Ｃｓを検出。

渓流水中の放射性物質の観測結果

独立行政法人森林総合研究所
H24.12.20プレスリリース資料

（福島県林業研究センター協力）

時
雨
量

水
位

セ
シ
ウ
ム
濃
度

懸
濁
物
質
濃
度

懸濁水濾過後は、すべて飲料水の放射性物質基準値10Bq/L以下。（大部分不検出）
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空間線量率とCs濃度の関係
空間線量率と各種放射性Ｃｓ濃度との関係

旧葉（H21^H22）・新葉（H24^H25）との関係

１ｍ高さの樹皮との関係 １ｍ高さの辺材・心材との関係
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空間線量率が高いほど、材等に含ま
れる放射性Ｃｓ濃度も高い

林業生産活動等の判断は、空間
線量率の把握が重要。

空間線量率（µSv/h）空間線量率（µSv/h）空間線量率（µSv/h）

空間線量率（µSv/h） 空間線量率（µSv/h）
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旧葉 新葉
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木材に含まれるＣｓ濃度

辺材の方が心材よりもわずかに濃度が高い

※スギは辺材に比べ心材の濃度が高い傾向

本調査でＣｓ濃度の最大値※１を示した木材を
住宅に使用した場合の追加被ばく量は年間
0.053mSv※２

国内の一人当たりの天然の放射線による年間被ばく量
は1.5mSv （事故前）

※２ 林野庁資料 『木材で囲まれた居室を想定した場合の試算結果・

IAEA‐TECDOC‐1376』に基づき試算

１ｍ高さにおける辺材・心材の放射性Ｃｓ濃度（平均値の比較）

N=76

※１ 2,200Bq/kg（避難指示解除準備区域内の調査地から採取）
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旧葉
新葉

旧葉

旧葉・新葉の放射性Ｃｓ濃度 （平均値の比較）

N=76N=49

今後は落葉等により、旧葉に付着している放射性Ｃｓは、徐々に林床へ移動

旧葉の約１／５

※旧葉：H21^22生長分

新葉：H24^25生長分
※旧葉はスギ、ヒノキのみ
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樹皮に含まれるCs濃度

空間線量率と１ｍ高さの樹皮の放射性Ｃｓ濃度の関係から推定

心材

1m高　樹皮　（内樹皮率・濃度比・含水比補正値）

y = 6650 .7x1 .4 3 7 6

r
2
 =  0 .85
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8,000Bq/kg

0.98～3.41µSv/h

前提条件

内樹皮率４５％

内樹皮の放射性Ｃｓ濃度比 外樹皮の０．１５倍

・8,000Bq/kg超の樹皮が見込まれる箇所の空間線量率を、本調査結果の回帰
式などから推定（スギの場合 1.3µSv/h）

・但し、その空間線量率のバラツキは大きい 0.98～3.41µSv/h

13

⑤

④
③

②

①

森林における放射性物質対策実証地の位置図

線量分布は、H23.9.12報道発表 文科省航空機モニタリング結果より

～間伐施業の実証地～
① 二本松市 0.80ha×2箇所
② 川内村 0.80ha×2箇所

土壌の被覆効果調査2箇所

～大規模な面的施業の実証地～
③ 田村市常葉地区 21ha
④ 田村市都路地区 28ha

土砂移動量調査 9箇所
⑤ いわき市川前地区 15ha 14
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森林における放射性物質対策実証（間伐の効果）

○ 間伐施業の手順

②作業道整備①間伐前 ③樹木伐採 ④造材・枝払い

⑤枝葉集積 ⑥丸太搬出 ⑦間伐後 ⑧間伐後３ヶ月

間伐後３ヶ月後には、林床に下層植生が繁茂。 15

間伐エリア未間伐エリア

＜間伐施業の完了後、３ヶ月経過した状況＞

間伐の有無によって、林床の下層植生に大きな
差を確認。 （公益的機能が向上）

森林における放射性物質対策実証（間伐の効果）

（注） 実証地は、半径５０ｍの円状に設定、１地区の面積は約０．８０ha。

半径５０ｍ

16
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森林施業による線量低減効果等 （間伐の効果）

□ 森林施業による線量低減効果（H24調査結果）

○ 針葉樹の間伐によって ８．７～１２．５％程度の線量低減を確認。

○ 間伐施業の完了後、線量は、概ね放射性物質の自然減衰とほぼ同じく低減。
なお、実証区域内において、表流水等の影響により、斜面上部から下部方向への
放射性物質の移動が見られる。

○ 森林施業の未実施区においても、放射性物質の移動を確認。

□ 森林施業による林床の植生回復（H24調査結果）

○ 間伐施業の完了後、３ヶ月程度経過すると、林床に植生が回復し、森林の有する
公益的機能を発揮。
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時間

空間放射線量率

自然減衰カーブ

施業前
（基準日）

施業効果

施業直後 施業
1ヵ月後

※放射性物質の出入が無い場合，測定値は自然減衰カーブに沿って低減する。

施業影響

放射性物質濃度

or 自然減衰率

自然減衰率

自然減衰カーブ

施業効果の解釈

値がプラス・・・施業により空間放射線量率が上昇

値がマイナス・・施業により空間放射線量率が低下

施業影響の解釈

値がプラス・・・施業以降、放射性物質が流入傾向

値がマイナス・・施業以降、放射性物質が流出傾向

放射性物質の低減効果検証の考え方

18
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森林における放射性物質対策実証（間伐の効果）

○ 間伐による放射線量の推移 （二本松市 №１ ０．８０ha、スギ林）

放射線量の測定結果

H24.11（森林整備18ヶ月後）

平均線量

施業前 施業後  施業18月後

（A) (B) (C)

間伐30％ 41 0.74 0.66 （ △ 10.8％ ） △ 8.7％ 0.45 （ △ 39.0％ ) △ 9.5％

未施業 3 0.70 0.46 （ △ 34.0％ ) △ 3.6％

所在地 樹　種 施業内容

スギ
0.80ha

※　２　実証地は、半径５０ｍの円、面積０．８０haで実施。（森林整備の実施期間：H24.4.15～H24.4.27）

((A-C)/C）
自然減衰を
考慮

平均低減率

二本松市

平均線量 平均低減率

((A-B)/B）
自然減衰を
考慮

※　１　本表は、間伐施業による線量低減効果を実証したもの。

※　３　間伐の施業前後、施業１８月後の線量の測定結果を取りまとめたもの。

調査
点数
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間伐後１８ヶ月経過後も線量低減効果を維持

森林における放射性物質対策実証（間伐の効果）

○ 間伐による放射線量の推移 （川内村 №１ ０．８０ha、アカマツ林）

H24.4（森林整備前） H24.5（森林整備直後） H25.12（森林整備18ヶ月後）

放射線量の測定結果

平均線量

施業前 施業後  施業18月後

（A) (B) (C)

間伐30％ 41 4.52 3.87 （ △ 17.5％ ） △ 12.5％ 2.78 （ △ 38.0％ ) △ 7.8％

未施業 3 4.18 2.65 （ △ 37.0％ ) △ 5.8％
川内村

施業内容
調査
点数

平均線量 平均低減率

※　２　実証地は、半径５０ｍの円、面積０．８０haで実施。（森林整備の実施期間：H24.4.13～H24.5.2）

平均低減率

((A-B)/B）
自然減衰を
考慮

((A-C)/C）
自然減衰を
考慮

アカマツ
0.80ha

所在地 樹　種

※　１　本表は、間伐施業による線量低減効果を実証したもの。

※　３　間伐の施業前後、施業１８月後の線量の測定結果を取りまとめたもの。 20

間伐後１８ヶ月経過後も線量低減効果を維持

( 10 - 10 )



森林における放射性物質対策実証（間伐の効果）

○ 間伐による放射線量の推移 （川内村 №２ ０．８０ha、アカマツ林）

放射線量の測定結果

H24.4（森林整備前） H24.5（森林整備直後） H25.12（森林整備18ヶ月後）

平均線量

施業前 施業後  施業18月後

（A) (B) (C)

間伐40％ 41 3.12 2.57 （ △ 14.4％ ） △ 12.0％ 1.77 （ △ 43.0％ ) △ 12.8％

未施業 3 4.04 2.74 （ △ 32.0％ ) △ 1.7％

※　３　間伐の施業前後、施業１８月後の線量の測定結果を取りまとめたもの。

平均線量 平均低減率 平均低減率

所在地 樹　種 施業内容

※　１　本表は、間伐施業による線量低減効果を実証したもの。

※　２　実証地は、半径５０ｍの円、面積０．８０haで実施。（森林整備の実施期間：H24.4.24～H24.5.29）

((A-B)/B）
自然減衰を
考慮

((A-C)/C）
自然減衰を
考慮

川内村
アカマツ
0.80ha

調査
点数

21

間伐後１８ヶ月経過後も線量低減効果を維持

林床の土壌被覆による線量率低減効果

○ 客土吹付工の施工手順

○ 木材チップ散布工の施工手順

下 刈
（雑灌木は木柵背面に集積）

線量等測定 客土吹付工（厚３cm） 線量等測定

下 刈
（雑灌木は木柵背面に集積）

線量等測定 木材チップ散布工（厚３cm） 木材チップ散布工（厚６cm）

22
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林床の土壌被覆による線量率低減効果

客土吹付工（吹付厚３cm） 木材チップ散布工（厚３ｃｍ、６cm）

○ 客土吹付工の線量低減効果

（単位：μSv/h）

区 分
空間放射線量率

低減率
最低値～最高値 平均値

吹付前 1.45 ～ 1.96 1.71

吹付後 1.23 ～ 1.64 1.41 △ 15.9％

注１ 面積0.16ha（40ｍ×40ｍ）、２５点を調査（10ｍメッシュ）

○ 木材チップ散布工の線量低減効果
（単位：μSv/h）

区 分
空間放射線量率

低減率
最低値～最高値 平均値

散布前 1.91 ～ 3.13 2.43

散布後（３cm） 1.53 ～ 2.69 1.99 △ 17.2％

散布後（６cm） 1.52 ～ 2.59 1.94 △ 18.5％

注１ 面積0.16ha（40ｍ×40ｍ）、２５点を調査（10ｍメッシュ）

約１６％の線量低減効果 約１７％の線量低減効果

木柵は標高
１０ｍピッチ
で設置

23

林床の土壌被覆による線量率低減効果

□ 客土吹付工（吹付厚３cm）による線量変化 （実証面積：４０ｍ×４０ｍ）

□ 木材チップ散布工（厚３cm）による線量変化 （実証面積：４０ｍ×４０ｍ）

約１６％の線量低減効果

約１７％の線量低減効果
24
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地上の測定結果 ヘリの測定結果 飛行機の測定結果

常
葉
地
区

都
路
地
区

い
わ
き
地
区

放射線量の平面分布を空中写真投影（大規模な面的実証地）

２１ｈａ

２８ｈａ

１５ｈａ

地上・ヘリ・飛行機の線量調査は、放射性物質対策の目的に応じて使い分け。 25

田村市常葉地区
約２１ha

0.30～3.82μSv/h

田村市都路地区
約２８ha

0.49～1.43μSv/h

いわき市川前地区
約１５ha

0.19～0.52μSv/h

○ 森林内では空間放射線量率（地上１ｍ）にバラツキを確認。
○ 常葉、いわき地区は標高620ｍ、東向き斜面で線量が高い。
○ 都路地区では、線量と地理的条件との間に明確な関係がない。

放射線量の平面分布（大規模な面的実証地）

26
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原子力発電所

高瀬川渓谷

Ｃｓ拡散の推定経路

○ 放射性プルームは、南東からの風と原
発の西に位置する急峻な阿武隈高地に規
制され、主に北西方向に拡散。

○ 常葉、いわき地区では、放射性プルー
ムが渓谷沿いに標高６２０ｍ以上を浮遊し
てきて山に衝突したと推測。

○ 都路地区は、放射性プルームが直接
到達したのではなく、南北方向から乱流上
に流入してきたと推測。

Ｃｓ拡散経路から見えてくる対策

○ 放射性物質の分布は、地形や標
高などで大きくバラツキ。

○ 樹木の放射性物質の付着も均一
でなく、偏り。

放射性物質の拡散経路 （大規模な面的実証地）

27

樹木における放射性物質濃度の分布（大規模な面的実証地）

胸高直径 25 cm
樹高 16 m
枝下高 7 m
樹幹幅 4 m
幹円板採取高さ 0.5m,1.2m,2.0m,4.0m,6.0m,8.0m,10.0m,12.0m,14.0m,15.0m

計10検体
幹縦断面・枝採取高さ 7.6m,11.6m,12.8m,15.2m

オートラジオグラフィ調査試料一覧

オートラジオグラフィ調査

放射線に感光するフイルムを
使用した調査。

28
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地上高 15.2m

常葉地区 H25.6.24設置 6.26測定

地上高地上高 11.6m

常葉地区 H25.6.11設置 6.13測定

地上高

地上高 7.6m

常葉地区 H25.6.25設置 6.28測定

オートラジオグラフィの調査結果

・ 樹木の放射性物質は、位置別、部位別に偏りが見られる。

・ 樹木の放射性物質の垂直分布は、上部に多く分布、枝がつ
いている高さより下は少ない。
・ 樹木の部位別放射性物質は、樹皮に多く分布。

・ 樹木内部の放射性物質は、辺材と心材の分布の差を確認で
きなかった。

樹木における放射性物質濃度の分布（大規模な面的実証地）

29

作業道の整備状況 造材作業（プロセッサー）集材作業（ザウルス）

運材作業（フォワーダー）

○ 高性能林業機械の活用した森林整備 ～作業効率のアップ、労働者の被ばく低減～

山土場集積状況造材作業（プロセッサー）

森林における放射性物質対策実証 （大規模な面的実証）

30
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針葉樹（常葉地区）針葉樹（常葉地区）

広葉樹（都路地区） 広葉樹（都路地区）

林床に光が差し込み植生が回復

日本一の きのこ原木林を再生

○ 実証地の状況 ～施業完了後３月後の状況～

森林における放射性物質対策実証 （大規模な面的実証）

31

森林施業による線量低減効果等 （大規模な面的実証地）

□ 森林施業による線量低減効果（H25実施結果）

○ 針葉樹の間伐によって ３．５～１１．８％程度の線量低減を確認。

○ 広葉樹の更新伐によって １１．１～２１．１％程度の線量低減を確認。

□ 森林施業による林床の植生回復（H25実施結果）

○ 林床に植生が回復し、森林の有する公益的機能を発揮。

32

(森林整備) (自然減衰) (森林整備) (自然減衰) (森林整備) (自然減衰)

間伐(枝葉搬出なし) 12.68 △ 15.4 (△ 3.5 ) (△ 11.9 ) 5.43 △ 15.3 (△ 3.8 ) (△ 11.5 )
間伐(枝葉搬出) 1.40 △ 15.5 (△ 3.6 ) (△ 11.9 ) 10.56 △ 24.5 (△ 11.8 ) (△ 12.7 )
皆伐 3.27 △ 14.9 (△ 3.0 ) (△ 11.9 )

ヒノキ 間伐 0.37 △ 22.6 (△ 11.1 ) (△ 11.5 )
アカマツ 皆伐 0.68 △ 23.8 (△ 12.0 ) (△ 11.8 ) 1.07 △ 14.3 (△ 2.8 ) (△ 11.5 )

更新伐 10.65 △ 22.0 (△ 11.1 ) (△ 10.9 ) 1.44 △ 27.4 (△ 14.6 ) (△ 12.8 )
更新伐(落葉除去） 10.47 △ 31.8 (△ 21.1 ) (△ 10.7 ) 3.00 △ 30.4 (△ 17.7 ) (△ 12.7 )
皆伐 2.33 △ 23.7 (△ 11.7 ) (△ 12.0 )

計 20.36 27.99 15.00

※　１　本表は、大規模な面的実証地において、施業による線量低減効果を実証したもの。

    　　施業は、常葉地区はH２４．１２．１　～Ｈ２５．６．２９。都路地区はH２４．１１．１～Ｈ２５．７．１０。いわき地区はH２４．１２．１０～Ｈ２５．５．３１に実施。

※　３　線量変化は、施業前後の線量測定結果から、放射性物質の自然減衰を考慮し、森林整備による線量低減効果を求めた。

施業内容樹種

広葉樹

スギ

※　２　実証は、間伐、更新伐等の施業を実施し、施業前後の線量変化を測定。

常葉地区 都路地区 いわき地区
施業前後の線量変化(％) 施業前後の線量変化(％) 施業前後の線量変化(％)

面積(ha)面積(ha)面積(ha)

放射線量の測定結果
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森林施業による線量低減効果 （大規模な面的実証地）

○ 森林整備による放射線量の推移 （田村市常葉地区 ２１ha）

放射線量の測定結果

33

施業後６ヶ月経過後も線量低減効果を維持

施業前 施業後 施業１月後 施業６月後

（A) （B) （C) （D)

12.68 間伐30％以上 0.72 0.60 0.57 0.55
1.40 間伐20～30％ (B-A) (C-A) (C-A) ( △ 16.7％ ) △ 5.6％

3.27 皆伐 △ 0.12 △ 0.15 △ 0.17

アカマツ 0.68 皆伐 (C-B) (C-B) ( △ 20.8％ ) △ 6.9％ ( △ 5.0％ ) △ 0.8％

広葉樹 2.33 皆伐 △ 0.03 △ 0.05

計 20.36 ( △ 23.6％ ) △ 2.8％ ( △ 8.3％ ) 4.6％

スギ

※　１　本表は、森林施業と落葉除去による線量低減効果を実証したもの。実証は事業実践規模で面的に実施。（森林施業実施時期：H24.12.1～H25.6.29）

※　２　森林施業の前後、施業１月後、６月後の線量の測定結果を取りまとめたもの。

施業１月後((C－Ｂ)/Ｂ))

施業６月後((D－Ｂ)/Ｂ))

調査
点数

303

平均線量率（μSv/h）

施業前後((B-A)/A))

施業１月後((C－A)/A))

施業６月後((D－A)/A))

線量の平均低減率（％）

施業後からの
線量変化

自然減衰を
考慮後

施業前からの
線量変化

自然減衰を
考慮後

田村市
常葉地区

(0.30～3.82
μSv/h)

所在地
(線量率）

樹種
面積
(ha)

施業内容

○ 森林整備による放射線量の推移 （田村市都路地区 ２８ha）

H24.11（森林整備前） H25.6（整備直後） H25.7（整備1ヶ月後） H25.11（整備6ヶ月後）

森林施業による線量低減効果 （大規模な面的実証地）

放射線量の測定結果

34

施業後６ヶ月経過後も線量低減効果を維持

施業前 施業後 施業１月後 施業６月後

（A) （B) （C) （D)

スギ 5.43 間伐30％以上 0.86 0.66 0.65 0.60
ヒノキ 0.37 間伐 (B-A) (C-A) (C-A) ( △ 23.3％ ) △ 11.7％

アカマツ 1.07 皆伐 △ 0.20 △ 0.21 △ 0.26

広葉樹 21.12 更新伐 (C-B) (C-B) ( △ 24.4％ ) △ 11.6％ ( △ 1.5％ ) 0.3％

△ 0.01 △ 0.06

計 27.99 ( △ 30.2％ ) △ 10.4％ ( △ 9.1％ ) 0.3％

※　１　本表は、森林施業と落葉除去による線量低減効果を実証したもの。実証は事業実践規模で面的に実施。（森林施業実施時期：H24.11.1～H25.7.10）

※　２　森林施業の前後、施業１月後、６月後の線量の測定結果を取りまとめたもの。

所在地
(線量率）

樹種
面積
(ha)

施業内容
調査
点数

平均線量率（μSv/h） 線量の平均低減率（％）

施業１月後((C－A)/A)) 施業１月後((C－Ｂ)/Ｂ))

施業前からの
線量変化

自然減衰を
考慮後

施業後からの
線量変化

自然減衰を
考慮後

施業６月後((D－Ｂ)/Ｂ))

田村市
都路地区

(0.49～1.43
μSv/h)

施業６月後((D－A)/A))

286

施業前後((B-A)/A))
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○ 森林整備による放射線量の推移 （いわき市いわき地区 １５ha）

H24.11（森林整備前） H25.6（整備直後） H25.7（整備1ヶ月後） H25.11（整備6ヶ月後）

森林施業による線量低減効果 （大規模な面的実証地）

放射線量の測定結果

35

施業後６ヶ月経過後も線量低減効果を維持

施業前 施業後 施業１月後 施業６月後

（A) （B) （C) （D)

スギ 10.56 間伐30％以上 0.28 0.22 0.21 0.22
1.44 更新伐 (B-A) (C-A) (C-A) ( △ 21.4％ ) △ 9.9％

3.00 皆伐 △ 0.06 △ 0.07 △ 0.06

(C-B) (C-B) ( △ 25.0％ ) △ 10.7％ ( △ 4.5％ ) △ 2.2％

△ 0.01 0.00

計 15.00 ( △ 21.4％ ) △ 3.5％ ( 0.0％ ) 8.5％

※　１　本表は、森林施業と落葉除去による線量低減効果を実証したもの。実証は事業実践規模で面的に実施。（森林施業実施時期：H25.12.10～H25.5.31）

※　２　森林施業の前後、施業１月後、６月後の線量の測定結果を取りまとめたもの。

所在地
(線量率）

樹種
面積
(ha)

施業内容
調査
点数

平均線量率（μSv/h） 線量の平均低減率（％）

施業前からの
線量変化

自然減衰を
考慮後

施業後からの
線量変化

自然減衰を
考慮後

広葉樹
いわき市

いわき地区
(0.17～0.52

μSv/h)

235

施業前後((B-A)/A))

施業１月後((C－A)/A)) 施業１月後((C－Ｂ)/Ｂ))

施業６月後((D－A)/A)) 施業６月後((D－Ｂ)/Ｂ))
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林業労働者の被ばく低減対策

いわき地区
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被ばく低減対策
○ 線量の管理基準 森林施業は２．５μSv/h以下。

○ キャビン付機械活用 屋外作業と比して３５～４０％被ばく低減。 （H25.8.27 農林水産省公表）

○ 作業労働時間の短縮 作業の効率化（高性能林業機械活用）。作業員増員など。

高性能林業機械の活用や、
作業の効率化などを検討

高性能林業機械の活用や、
作業の効率化などを検討
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施業地内における土砂とＣsの移動量 （大規模な面的実証地）

○ 調査枠設置（スギ林） ○ 調査枠設置（ヒノキ林）

２ｍ

調査期間 ： Ｈ２６．５．１～Ｈ２６．５．３１（１ヶ月間）

土砂量 Ｃｓ濃度 表流水量 Ｃｓ濃度
（度） （mm） （kg） （Bq/kg） （mL） （Bq/L）

ス　ギ 間伐 33 62.5 0.033 3,800 6,500 <2
ヒノキ 間伐 34 62.5 0.056 4,400 15,500 <2

更新伐 35 88.5 0.164 14,000 8,000 <2
更新伐、落葉除去 21 88.5 0.195 5,100 26,000 <2
未施業地 24 88.5 0.000 － 0 <2

ス　ギ 間伐 23 62.5 0.034 9,900 12,500 <2
更新伐 26 88.5 0.104 3,000 16,000 <2
更新伐、落葉除去 26 88.5 0.091 3,400 8,500 <2
未施業地 28 88.5 0.054 3,800 500 <2

注１　　本表は、森林整備実施箇所における土砂移動量を調査したもの。
注２　　土砂移動量調査の調査枠（２ｍ×５ｍ）９基と、雨量計を２基設置。
注３　　雨量及び調査枠内の土砂移動量を５分ピッチで観測。

谷
地
形

広葉樹

広葉樹

山
腹
地
形

発生土砂量
地
形

発生表流水
樹種 施業種

傾 斜
累積
雨量
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森林施業地内でＣｓ移動を確認。表流水からはＣｓを未確認。

○ 雨量と発生土砂量

２ｍ
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○ 表流水と土砂発生状況
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・ 一定量の降雨があると土砂移動が発生。
・ 発生土砂量は、広葉樹 ＞ ヒノキ林 ＞ スギ林

表流水と
発生土砂量
の相関図

表流水が多いほど土砂発生量が多い。

発生土砂量 ３３ｇ

発生土砂量 ５６ｇ

発生土砂量 １６４ｇ

※ 土砂移動量調査の試験枠
２ｍ×５ｍを設置

施業地内における土砂とＣsの移動量 （大規模な面的実証地）

38
( 10 - 19 )



施業地内における土砂の移動量
農林水産省 H26.8.22公表

○ 線量は、落葉等除去によって１割程度低減。皆伐後は一時的に上昇。
（造材作業による林床の撹乱が影響と推測）

○ 施業の完了後、線量は自然減衰と同じく減少。

○ 川内村のスギ５４年生、１haの林内で、皆伐、間伐、落葉等除去を実施。 ○ 施業はＨ２４．１２～Ｈ２５．３実施。

（注） グラフ縦軸は、施業前の線量に対する割合。

□ 施業による施業前からの線量低減効果

39

間伐等施業地内における土砂の移動量
農林水産省 H26.8.22公表

○ 間伐直後の３ヶ月程度は、一時的に土砂が移動、その後は、対照区と同じであり、土砂移動の抑制効果を発揮。

○ 落葉除去箇所の土砂移動量は、対照区の２～４倍程度。施業後６ヶ月程度で対照区と同程度の移動量。

○ 広野町のスギ５０年生の林内に６０ｍ×６０ｍの実証地を設定。 ○ 間伐等施業はＨ２４．１～Ｈ２４．２に実施。

□ 土砂移動量 累計

□ Ｃｓ１３７移動量 累計

□ １日当たり土砂移動量

□ １日当たりＣｓ１３７移動量

40
( 10 - 20 )



樹木内のＣｓ部位別濃度 （大規模な面的実証地）
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H24結果
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H24 H25 H24 H25

スギ 53 49 54 91

アカマツ 24 20

コナラ 61 94 18 34

ヒノキ 86 71 21 23

辺材濃度平均値（Bq/kg） 心材濃度平均値（Bq/kg）

樹種

○ 樹木の部位別放射性セシウム濃度
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H２５ 結果

・ 辺材のＣｓ濃度は、Ｈ２４結果とほぼ同程度の値。

・ スギとコナラは、Ｈ２４結果から心材の濃度が上昇傾向。

・ スギは、辺材より心材が高い傾向。

スギ コナラ ヒノキ
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広葉樹萌芽に含まれるＣｓ濃度 （大規模な面的実証地）

○ 萌芽枝の放射性セシウム濃度

最高値 最低値 平均値

Bq/Kg Bq/Kg Bq/Kg

コナラ 7 720 98 251 0 / 7

ミズナラ 1 150 150 150 0 / 1

サクラ 2 ND ND ND 2 / 2

都路 コナラ 10 960 120 421 0 / 10

コナラ 7 490 120 300 0 / 7

ミズナラ 3 ND ND ND 3 / 3

検出下限未満数/検体数地区 樹種 検体数

常葉

いわき

常葉地区 いわき地区都路地区

・ コナラは、ミズナラ、サクラに比べＣｓが高い傾向。

・ サクラ、ミズナラは、Ｃｓ未検出が多い。 42
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○ 萌芽枝Ｃｓ濃度と線量との関係
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○ 萌芽枝Ｃｓ濃度とリタ－・土壌のＣｓ濃度との関係

萌芽枝のＣｓ濃度と線量との間には、
明瞭な相関関係がない。

萌芽枝のＣｓ濃度とリタ－
や、土壌のＣｓ濃度との間に
は、明瞭な相関関係がない。

資料採取状況

広葉樹萌芽に含まれるＣｓ濃度 （大規模な面的実証地）
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○ 植栽木のＣｓ134濃度 （H25.3植栽、H25.12調査）

植栽木 スギ 植栽木 コナラ

スギは２０検体中１５検体、
コナラは１０検体中６検体で
Ｃｓ１３４未検出。

最高値 最低値 平均値

Bq/Kg Bq/Kg Bq/Kg

常葉 スギ 10 110 ND - 8 / 10

スギ 10 420 ND - 7 / 10

コナラ 10 150 49 83 0 / 10
都路

検出下限未満数/検体数地区 樹種 検体数

6

植栽木に含まれるＣｓ濃度 （大規模な面的実証地）

44
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○ 植栽木Ｃｓ濃度とリタ－Ｃｓ濃度との関係

○ 植栽木Ｃｓ濃度と土壌Ｃｓ濃度との関係
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○ 植栽木Ｃｓ１３７濃度とリタ－Ｃｓ濃度との関係
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○ 植栽木Ｃｓ１３７濃度と土壌Ｃｓ濃度との関係

スギ植栽木Ｃｓ濃度とリタ－Ｃｓ濃度には正の相関関係。

スギスギ

スギ

コナラ

コナラ

コナラ

スギ、コナラ植栽木Ｃｓ濃度と土壌Ｃｓ濃度に相関関係は認められない。

植栽木に含まれるＣｓ濃度 （大規模な面的実証地）
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○ 植栽木Ｃｓ１３７濃度と線量との関係

スギ コナラ

植栽木Ｃｓ１３７と線量に相関関係
は認められない。

○ スギ植栽木へのＣｓ吸収

地表面（Ａ層上面）

植栽木のＣｓは、どこから？

・ リタ－層Ｃｓの吸収。

（植栽時に地表面が攪乱。リタ－の一部
が根の深度まで混入。）

・ リタ－層Ｃｓが葉から吸収。
（リタ－層内に葉が生長。）

植栽木に含まれるＣｓ濃度 （大規模な面的実証地）
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１ 放射線量率の継続観測

森林施業による放射線量率への長期的な影響を把握。

今後の追加調査の内容 （大規模な面的実証地）

２ 放射性物質の自然減衰率の計算方法を再考

今後、放射線量率に寄与する自然放射線の割合が増大。文献等から放射線量率のバックグランドを推定。

３ 樹木の放射性物質濃度を継続観測

木材生産活動における安全性を確保するため、木材や樹皮等の放射性物質濃度の経年変化を観測。

４ 植栽木や萌芽枝の放射性物質濃度を継続観測

森林整備を推進するため、植栽木や萌芽枝の放射性物質濃度の経年変化を観測。

５ 森林からの土砂移動量を継続観測

森林内の放射性物質移動を把握するため、土砂や放射性物質の移動量を継続観測。

６ 現地発生材を活用した林床被覆工の実証試験

間伐材等を活用した林床被覆工を実施し、放射性物質の拡散抑制技術を確立握。

47

１ 平成２５年度森林内モニタリング調査の結果（H26.3現在）
○ 森林内の空間線量率は、年々減少。

○ H２３からの継続調査地３６２箇所の結果
H２３．８．１の平均線量 ０．９１μSv/h
H２５．３．１の平均線量 ０．６２μSv/h H２３比 △３２％低減
H２６．３．１の平均線量 ０．４４μSv/h H２３比 △５０％低減

○ 森林内の空間線量率は、放射性物質の自然減衰による低減とほぼ同じく低減。
・ 今後も放射性物質の自然減衰と同じく低減するものと推定。
・ 原発事故２０年後の線量は、避難指示区域周辺の一部を除き０．２３μSv/h以下に。
・ 森林内からの放射性物質の流出は少ない。

○ 森林内の放射性物質は、枝葉から土壌へと移行。土壌の表面から５ｃｍ以内に
７５％が分布。
・ 今後は、土壌に移行した放射性物質対策が重要。

○ 森林からの土砂（放射性物質）移動は、落葉層で抑制。
・ 間伐等の森林整備を推進することが、放射性物質拡散抑制の観点からも重要。

（間伐は、林床植生の成長促進を通じて、森林から土壌流出の抑制効果が高くなる。）

○ 空間線量と樹木の放射性物質濃度は相関性が高い。
・ 林業生産活動等の判断には、空間線量の把握が重要。

○ スギ新葉の放射性物質濃度は、旧葉の５分の１程度。 48

モニタリングや実証の取りまとめ №１
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２ 森林施業による線量低減効果
○ 針葉樹の間伐によって、線量は８．７～１２．５％低減。（H24実施）

○ 間伐施業後、３ヶ月程度で林床植生が回復。森林の有する公益的機能を発揮。

○ 間伐施業後、１８ヶ月経過も間伐による線量低減効果を維持。

３ 林床の土壌被覆による線量低減効果
○ 客土吹付（厚３ｃｍ）によって、線量は約１６％低減。
○ 木材チップ散布工（厚３ｃｍ、６cm）によって、線量は約１７％低減。

４ 森林内における放射線量の分布
○ 森林内の放射線量にバラツキを確認。
○ 樹木に付着している放射性物質は、上部に多く分布。

５ 森林における大規模な面的施業による効果 （面積２０ha程度）

○ 針葉樹の間伐によって、線量は３．５～１１．８％低減（H２５実施）

○ 広葉樹の更新伐によって、線量は１１．１～２１．１％低減（H25実施）

○ 施業後、６ヶ月経過も施業による線量低減効果を維持。
○ 施業後は、林床植生が回復。森林の有する公益的機能を発揮。
○ 高性能林業機械のキャビン内部は、被ばくを３５～４０％低減。 49

モニタリングや実証の取りまとめ №２

６ 森林施業地内の土砂移動量
○ 森林施業地内で放射性物質（Ｃｓ）の移動を確認。渓流水からはＣｓを未確認。

○ 一定の降雨があると土砂移動が発生。 表流水が多いほど土砂移動が多い。
発生土砂移動量 広葉樹林 ＞ ヒノキ林 ＞ スギ林

○ 間伐施業後、３ヶ月程度で森林の土砂移動抑制効果が回復。

○ 落葉除去によって線量は１割程度低減。皆伐後は一時的に線量が上昇。

○ 落葉除去は、未施業地の２～４倍土砂移動量が多い。
６ヶ月で土砂移動抑制効果が回復。

７ 樹木内部の放射性物質（Ｃｓ）濃度
○ 辺材のＣｓ濃度は、H２４とほぼ同程度。

○ スギのＣｓ濃度は、辺材より心材が高い傾向。

○ コナラ萌芽のＣｓ濃度は、ミズナラ、サクラに比して高い傾向。

○ スギ、コナラ植栽木は、大部分からＣｓ未検出。
スギ植栽木Ｃｓ濃度とリタ－Ｃｓ濃度には、相関を確認。
植栽木Ｃｓ濃度と土壌Ｃｓ濃度には相関がない。

８ 今後、実証結果等の解析を進めるもの
○ タケノコ、野生きのこ、コシアブラのＣｓ低減効果。林業労働者の被ばく低減対策。50

モニタリングや実証の取りまとめ №３
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森林における放射性物質対策

○ 森林内の放射性物質（Ｃｓ）は、枝葉から土壌へと移行し、

土壌表面（０～５cm）に７５％が分布。

○ 森林においては、土壌の放射性物質（Ｃｓ）対策が重要。
・ 土壌のＣｓ対策は、除去（Ｃｓ除去）、遮蔽（線量低減）、流出防止（Ｃｓ拡散抑制）の３工法。
・ 土壌の除去は、自然災害の危険性が増大。仮置き場の確保も課題。
・ 森林の有する多面的機能を維持しながら、放射性物質対策（線量低減、拡散抑制）を実施。

○ 間伐や更新伐等の森林施業によって、林床植生を回復。

○ 産出木材は、放射性物質濃度を確認し、建築用材やパルプ等
にフル活用。

○ 枝葉等は、チップ化して林床に散布。
（枝葉をチップ化しない場合は、林床に等高線上に集積。）

○ 急傾斜地や住宅地周辺の森林は、林床の客土吹付も検討。

○ 丸太筋工や丸太柵等を等高線上に設置。 51

放射性物質対策

タケノコの出荷制限位置図

食品中の放射性物質の基準値 100Bq/kg以下

出荷制限市町村数 ２７市町村（福島県市町村数 ５９市町村）
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野生キノコの出荷制限位置図

食品中の放射性物質の基準値 100Bq/kg以下

出荷制限市町村数 ５５市町村（福島県市町村数 ５９市町村）

53

伊達市保原二本松市下長折

タケノコに含まれるＣｓ濃度 （H24～H26調査）

○ 住宅や農地周辺の竹林

○ 竹の種類と主な用途

竹細工、食料品包装建築、農業資材
食用

モウソウチク ハチク マダケ

茶道用具、
食用

○ タケノコは食用林野庁資料より

県内２０地区でタケノコを調査（H24～H26）

・ タケノコは、基準値（100Bq/kg）を下回る検体が年々増加。
・ 竹林の線量は年々低下、土壌のＣｓ濃度は増加傾向。
・ タケノコと土壌に相関性はない。

林野庁資料より
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